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令和の若者に届ける丹後の新しいテキスタイルデザイン  

 

西 尾 綾 香* 

 

デザインの視点から丹後ちりめんの新たなユーザーを開拓するため、若者が好むデザイン

の傾向や丹後ちりめんの意識の調査を行った。また、製品デザインの思考方法を提示するた

め、分析結果から製品の試作を行ったところ、若者に好まれるデザインが完成した。 

 

１ はじめに 

丹後地域は着物などに使用される和装用白生地

の主要な産地であるが、需要は低迷している。2023

年の丹後ちりめんの生産数量は 14.7 万反であり、ピ

ーク時の 1973年の 919.6万反と比べると約 98 % 減

少している。1) 

今後も丹後ちりめんを継承し振興するためには新

たなユーザー層を拡大する必要があり、その解決策

として今までニーズが少なかった若年層に需要を拡

大する方法がある。また、生地の製造を行う丹後産地

からも最終製品を提案するため、企画デザイン力の

底上げを行う方法もある。 

そこで、若年層が好むデザインの傾向や丹後ちり

めんに対する意識を調査して分析した。また、製品を

デザインする際の思考の例を示すため、分析結果を

踏まえて衣服及び雑貨を試作した。 

 

２ 調査 

２．１ 調査の対象者の決定 

調査の対象者は、自分の好きなものに対する感度

が高く、かつ自己表現が得意である美術を学ぶ学生

とした。年代は Z 世代 2)と言われる 1998 年から 2010

年の間に生まれた世代とし、184名に調査した。 

 

２．２ 設問の設計 

２．２．１ 好きなデザインの調査 

好きなデザインの分布を調査するために作成した

アンケートを、図 1に示す。 

 丹後の織物を利用した現在の製品デザインの傾向

をお土産ショップやECサイト、展示会で調べた。その

結果、伝統的な和柄や高級感のあるものが多く、ポッ

プやカジュアルなものは少なかった。そのため、座標

軸として縦軸は文化の尺度の「ハイカルチャー」「サ

ブカルチャー」、横軸は文化の歴史的尺度の「フュー

チャー(未来)」「トラディショナル(伝統的な)」を設定し

た。座標軸上に 13種類のデザイン群をマッピングし、

作成した 35 個のデザインを選択肢として配置した。

なお、「ハイカルチャー」とは高級とみなされるような

文化」、「サブカルチャー」 とは主流とは異なる独自

の文化で、若者文化も含むものと定義した。 

 このアンケートに、衣服や雑貨を買うときに好きなデ

ザインとして上記の学生へ複数回答を求めた。 

 

２．２．２ 丹後ちりめんの意識調査 

ちりめんと丹後ちりめんについて(1)知っているか、

(2)どんなイメージを持っているか質問した。また、添

付した 6 種類の生地について(3)持ち帰りたい生地

はあるか、複数ある場合はその順位を質問し、(4)

「凸凹」、「光沢」、「触り心地」についてどのくらい好き

かそれぞれ 5 段階で評価を求めた。添付した生地は

縦 10cm×横 10cmの大きさで、特徴を表 1に示す。 

 

 

A 無地（小さいシボ） D 紋（ふくれ織、桜柄） 

B 無地（大きいシボ） E 紋（紋意匠、雲柄） 

C 紋(平織、青海波) F 紋（紋古代、紗綾型） 

 

* 技術支援課 技師 

表 1 調査に添付した丹後ちりめんの特徴 
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３ 調査結果 

３．１ 好きなデザインの調査結果 

好きなデザインを調査した結果を図 2に示す。 

最も得票数が多いのは 88人が回答した「レトロ」であ 

り、次に「大正ロマン」が 69人、「東洋ノスタルジー」が

65 人であった。これらはトラディショナルかつサブカ

ルチャーに位置し、デザイン群としてノスタルジーに

分類したものである。レトロブーム 3)は今も衰えず若者

に好まれる結果となった。この後に「ラフ」、「シンプル」

や「アヴァンギャルド」、「VaporWave」などが続き、ブ

ームに左右されない素朴なデザインやニッチなデザ

インも好まれることが分かった。 

 

３．２ 丹後ちりめんの意識調査の結果 

ちりめんを知っている人の割合は 65% であり、丹

後ちりめんを知っている人 17% であった。ちりめんの

イメージは着物、京都みやげ、おばあちゃんなど和に

関する回答が半数であり、丹後ちりめんへは高級品、

歴史のある生地などの回答が多数であった。図 2 の

右上に示されるトラディショナルかつハイカルチャー

な回答に偏った結果となった。 

また、持ち帰りたい生地として最も多く選ばれたの

はシボの大きい無地の織物（表 1 の B）であった。こ

の生地の好きなところは「凸凹」が最も多く 5 段階評

価で平均は 4.1 で、「触り心地」は 4.0 であった。持ち

帰りたい生地があると答えた人は 171 人で、そのうち

6 枚全てを持ち帰りたい答えた人は 107 人であった。

若者の丹後ちりめんの認知度は低いものの、実際の

生地を触れると、ちりめんの大きいシボ（凸凹）が好ま

れる傾向にあった。 

 

４ 製品の試作 

 製品を試作する際のデザインの要素として、素材、

品目、柄がある。まず、素材は今回最も得票が多かっ

た表１の Bを選定した。品目は Bの生地の「触り心地」

の得票が多かったため肌に直接触れるもので若者が

普段使用するようなポーチとスマートフォンケースとし

た。プリント柄は、フューチャーかつサブカルチャーな

デザイン群の中で票が多い「VaporWave」に決定した。

新しい需要層に届ける製品を作るには今までにない

デザインを選択する方法があるため、現在の製品に

多く丹後ちりめんの主なイメージであるトラディショナ

ルかつハイカルチャーではなく、若者からの得票が

多かったトラディショナルかサブカルチャーでないも

のを選んだ。試作したポーチとスマートフォンケース

を図 3に示す。 

図 2 好きなデザイン調査の分布図 
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完成した製品はトラディショナルかつハイカルチャ

ーなイメージに固定されていた丹後ちりめんの意外

性が見られるデザインとなった。また、ちりめんの凸凹

とVaporWaveのPCの液晶画面的な質感がマッチし、

B の生地で高評価であった「凸凹」についても活かさ

れたものとなった。しかし、この試作品が若者に受け

入れられるかの調査はまだできていないため、今後

実施する。 
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図 3 試作したポーチとスマートフォンケース 


